
第２５７回 放送番組審議会議事録 
 

 

１．開催日時   令和４年４月２７日（水）午前１１時～ 

 

２．開催場所   岩手朝日テレビ 本社 大会議室 

 

３．委員の出席 

 

    委員総数  ７名 

 

    出席委員数 ５名 

 

委 員 長       小 松  豊  

委  員       高 橋 惣兵衛 

委  員       和 田 俊 文 

委  員       石 川 健 正 

委  員       樋 口 知 志 

 

    欠席委員数 ２名 

 

副委員長       そのだ つくし 

委  員       佐 竹 雅 之 

 

    会社側出席者名 

 

        代表取締役社長    畠 山  大  

        常務取締役      小 原  洋  

        事務局長             

番組ディレクター   岸   英 利       

事務局        波 岡  功  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．議 題 

 

（１）あいさつ 

 

（２）５月単発・３月視聴率・３月視聴者応答記録について 

 

（３）合評課題について 

   合評課題：「テレメンタリー2022 3.11 を忘れない 88 どうする、大槌」 

   放送日時：令和４年３月 15 日（火）25：50～26：20 

 

（４）次回開催について 

   日  時：令和４年５月 24 日（火）午前 11 時～ 

   場  所：岩手朝日テレビ 本社 大会議室 

   合評課題：今年はやります！熱血！５時間生テレビ 

        「未来へつなぐ、岩手の元気」 

   放送日時：令和４年４月 16 日（土）９：30～14：30 

 

（５）その他 

 

５．概   要 

 

 ・いまだ決着していない問題であるということを理解しましたし、震災関連 

番組として難しいテーマに取り組まれたなというふうに率直に感じました。 

  

・遺族の方、２人、対象者の方をまたよく見つけてきたなという人選は、 

 すばらしかったです。 

 

 ・番組をつくる際に制作サイドとしてどういう立ち位置に立つかというふう 

なことで苦心されたと思います。 

 

 ・ナレーションの方ですが、もう最初から番組に引き込まれるような形で、 

すごく適任だったというふうに思っております。 

 

 ・町への取材は十分距離を見計らって、少し掘り下げて今後も追跡して取材、 

報道していただきたいと思います。 

 

 

 

 


